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１．はじめに

経済産業省の調査によると， 2015 年時
点で IT 人材が 17 万人不足しており，今後
はさらに深刻化，このままだと 2030 年に
は 59 万人が不足すると予測されいる。国
としても IT 人材を育成することが喫緊の
課題となっている。高等学校で行われてき

た情報科をさらに充実させ，小中学校でも

プログラミングなどを学ぶことで，情報や

コンピュータに抵抗のない子供を育てるこ

とが求められている。中学校学習指導要領

では「技術・家庭科」の教科で「生活や社

会における問題を，ネットワークを利用し

た双方向性のあるコンテンツのプログラミ

ングによって解決」したり，「生活や社会

における問題を，計測・制御のプログラミ

ングによって解決」したりすることが述べ

られている。

本研究では「生活や社会における問題を，

ネットワークを利用した双方向性のあるコ

ンテンツのプログラミングによって解決」

する授業を実施する中で生徒がどのように

変容していくかを明らかにする。そして授

業の事前と事後にアンケート調査を行い，

その結果を検討した。

２．実験授業

２－１ 研究対象

対象とした生徒は，山梨県甲府市内のF

中学校の第２学年39名であった。男子20名，

女子19名であった。

２－２ 調査時期

平成30年６月に行った。

２－３ 研究方法

事前・事後調査問題を図１に記す。事前

・事後調査問題は問題１から５まであり，

問題１から３は実験授業前に行い，問題４

と問題５を加えた問題１から５を実験授業

実施後解答させた。

２－４ 実験授業の内容

授業は情報に関する技術の授業の６時間

の計画で，「ネットワークを利用してプログラ

ミングをしよう」として授業を行った。

実験授業の内容としては，インターネッ

トの特徴を電話回線との比較をさせなが

ら，「インターネットはなぜ話し中になら

ないのか」ということを生徒に考えさせＩ

Ｐアドレスについての知識について理解し

た。その後，オーロラクロック２Ｎ制御ソ

図１ 事前事後調査問題

図２ オーロラクロック２Ｎ制御ソフト



フトを利用し，チャットのプログラムをフ

ローチャートで作成して教室内で５～６人

のグループをつくりメッセージのやりとり

を行った（図２）。このソフトウェアはＩ

Ｐアドレスを利用してサーバ役とクライア

ント役に分かれて，文字だけではなく，写

真や顔文字などを利用してメッセージを送

受信できる。また，メッセージのやりとり

の中で，より安心してメッセージのやりと

りができるように禁止ワードの設定をプロ

グラムした（図３）。禁止ワードの設定に

より禁止ワードを利用した利用者にはその

旨を伝えることとした。授業の最後には全

てのメッセージの記録がログとして残って

いる様子（図４）も授業で提示して，情報

を利用する際に気をつけるべきことを学ぶ

ことができた。

３．結果および考察

インターネットのデータ伝達の方法につ

いて問う問題１－①は，事前は０％，事後

は９５％の正答率であった（図５）。イン

ターネット上での識別番号ＩＰアドレスを

問う問題２－②は事前は３％，事後が１０

０％であった（図６）。ＩＰアドレスの表

記の方法やその特性について問う問題３－

図３ 禁止ワード設定

図４ 生徒同士のチャットのログ

③④⑤⑥は事前が解答が３％，０％，３％，

５％であったのに対して事後は９５％，７

３％，９８％，４３％となった（図７）。

今回の事前事後アンケートから，インタ

ーネットについては日常的に使用している

がパケットやＩＰアドレスなどの用語や仕

組みについてはほとんどの生徒が理解して

いなかったが，授業後には多く理解してい

る事がわかった。

４．おわりに

今回の事前事後アンケートから，インタ

ーネットの技術について考えさせた結果，

授業後には興味を持って理解していること

がわかった。

図５ 事前事後調査結果

図６ 事前事後調査結果

図７ 事前事後調査結果


